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書
道
研
究 

滉
陽
会 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

会
長 

安
居
暢
翰 

令
和
三
年
度
（
二
〇
二
一
年
） 

書
道
研
究
・
滉
陽
会 

活
動
方
針 

 

 

二
〇
二
〇
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
吹
き
荒
れ

た
年
で
し
た
。
有
力
書
道
展
の
中
止
・
延
期
、
書
道
教
室

の
休
講
な
ど
大
き
な
影
響
が
あ
り
ま
し
た
。 

滉
陽
書
道
展
は
当
初
の
会
場
を
変
更
し
、
規
模
を
縮

小
、
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
、
更
に
密
を
避
け
る
事
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
十
五
年
か
ら
続
き
ま
す
書
道
展

を
途
切
れ
る
こ
と
な
く
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
こ

と
は
会
員
各
位
の
英
知
と
熱
意
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
活
動
と
し
て
「
書
論
」
の
メ
ー
ル

勉
強
会
を
実
施
致
し
ま
し
た
。
作
品
の
構
成
編
、
字
形

の
構
造
編
、
線
質
の
構
造
編
や
鑑
賞
法
編
な
ど
計
二
十

七
便
を
配
信
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
「
観
る

力
」
を
養
成
す
る
勉
強
会
、
即
ち
、
名
作
の
結
構
、
字
形
、

線
質
、
語
群
構
成
な
ど
に
触
れ
る
勉
強
会
を
企
画
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

自
粛
生
活
は
ま
だ
当
分
続
き
そ
う
で
す
が
「
書
」
を

通
じ
て
少
し
で
も
活
気
あ
る
毎
日
が
過
ご
せ
る
よ
う
に

な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 １
．
作
品
発
表
会 

 

1-1
．
滉
陽
書
道
展 

例
年
通
り
の
規
模
で
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
な
ど
の
諸
事
情

に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
こ
と
を
お
含
み
く

だ
さ
い
。 

通
常
出
品
の
他
に
好
評
を
得
て
い
ま
す
「
一
字
書
」

「
全
臨
」
は
引
き
続
き
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
す
。 

 ●
会
期
：
十
月
八
日
（
金
）
～
十
日
（
日
） 

【
準
備
：
十
月
七
日
（
木
）
九
時
か
ら
】 

●
場
所
：
草
津
ク
レ
ア
ホ
ー
ル
・
展
示
ホ
ー
ル 

●
出
品
：
滉
陽
会
員
と
教
室
会
員
全
員 

●
授
賞
式
：
十
月
十
日
（
日
） 

 

 

 

２
．
公
募
展 

昨
年
は
日
本
書
芸
院
展
、
日
展
、
県
展
、
産
経
国
際
書

展
な
ど
は
開
催
さ
れ
ま
し
た
が
、
読
売
書
法
展
、
毎
日

書
道
展
な
ど
は
中
止
・
延
期
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
も

混
乱
が
予
測
さ
れ
ま
す
が
適
切
に
対
応
し
取
り
組
む
こ

と
と
し
ま
す
。 

 2-1
．
日
本
書
芸
院
展 

2-2
．
読
売
書
法
展 

2-3
．
日
本
美
術
展
覧
会
（
日
展
） 

2-4
．
全
国
シ
ル
バ
ー
書
道
展
・
滋
賀
展 

2-5
．
滋
賀
読
売
競
書
大
会 

 ３
．
講
座
部 

3-1
．
定
期
講
座 

 

平
成
七
年
か
ら
続
け
て
い
ま
す
次
の
講
座
は
、
実
力

を
養
成
す
る
基
幹
講
座
と
し
て
継
続
し
ま
す
。 

①
古
典
講
座 

②
古
筆
講
座 

③
調
和
体
講
座 
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3-2
．
勉
強
会 

昨
年
、
配
信
し
ま
し
た
「
書
論
」
計
二
十
七
便
は
現

在
・
将
来
と
も
必
要
な
時
に
繰
り
返
し
学
習
し
て
頂
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

今
年
度
は
「
観
る
力
」
を
養
成
す
る
勉
強
会
、
即
ち
、

名
作
を
拡
大
し
結
構
、
字
形
、
線
質
、
語
群
の
構
成
な
ど

に
触
れ
、
更
に
、
感
想
を
言
葉
に
し
て
表
現
す
る
勉
強

会
を
企
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

４
．
広
報
活
動 

4-1
．
機
関
紙
「
滉
陽
」
の
発
刊 

会
員
に
対
す
る
①
行
事
情
報
の
伝
達
、
②
書
の
技
術

情
報
の
紹
介
、
③
書
に
対
す
る
意
識
や
関
心
を
喚
起
す

る
記
事
な
ど
を
中
心
に
構
成
し
充
実
を
図
っ
て
い
く
こ

と
と
し
ま
す
。 

以
上 

     

■
第
十
二
回
滋
賀
読
売
競
書
大
会
（
二
〇
二
〇
年
） 

 

読
売
大
賞 

 
 
 

上
田
仁
斗
（
小
三
） 

大
津
市
長
賞 

 
 

木
村
香
雪
（
成
人
） 

金
賞 

 

柳
本
知
里
（
小
二
）
蒲
田
煌
心
（
小
四
） 

山
本
真
緒
（
小
五
）
大
北
心
春
（
小
五
） 

小
槻
知
優
（
小
六
）
児
山
織
優
（
小
六
） 

南
中
優
衣
（
中
一
）
宮
本
結
萌
（
中
二
） 

銀
賞
（
二
十
三
名
） 

入
賞
（
二
六
一
名
） 

団
体
賞 

滉
陽
会 

※
二
〇
二
〇
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

滋
賀
読
売
競
書
大
会
の
作
品
展
示
、
シ
ル
バ
ー
書
道
展
、

滋
賀
書
作
家
協
会
展
が
中
止
と
な
り
ま
し
た
。 

 

■
第
十
三
回
滋
賀
読
売
競
書
大
会
（
二
〇
二
一
年
） 

 

金
賞 

 
 

 

古
川
圭
翠 

銀
賞 

 
 

 

中
井
蓮
花
・
龍
後
遊
汀
・
山
川
桐
葉 

 
 

 
 

 
 

奥
山
穂
花
（
大
学
生
） 

※
二
〇
二
一
年
は
、
成
人
・
大
学
生
の
み
出
品 

◎
表
彰
式 

令
和
三
年
四
月
二
十
五
日
（
日
） 

 

■
第
七
十
四
回
日
本
書
芸
院
展
（
二
〇
二
〇
年
） 

 

特
別
賞 

 
 

木
村
香
雪
・
宮
崎
恵
舟 

準
特
別
賞 

 

木
村
静
宵 

特
選 

 
 

 

河
野
翠
風
・
織
田
蒼
雪 

柴
田
翠
湖
・
山
川
桐
葉 

 

■
第
七
十
五
回
日
本
書
芸
院
展
（
二
〇
二
一
年
） 

 

書
芸
院
大
賞 

安
居
暢
翰 

特
別
賞 

 
 

織
田
蒼
雪 

準
特
別
賞 

 

木
村
静
宵
・
柴
田
翠
湖 

特
選 

 
 

 

河
野
翠
風
・
橋
本
翠
遊
・
山
川
桐
葉 

一
科
推
薦
賞 

龍
後
遊
汀 

二
科
推
薦
賞 
上
田
彗
翱 

 

■
読
売
紙
上
書
道
展
（
二
〇
二
〇
年
） 

 

一
席 

 

加
藤
歩
夢
（
小
六
） 

三
席 

 

榎
本
圭
祐
（
小
三
） 

佳
作 

 

大
飼
陽
菜
（
小
一
）
福
森
芽
衣
（
小
一
） 

森
み
の
り
（
小
三
）
柳
本
知
里
（
小
三
） 

大
飼
果
穂
（
小
三
）
蒲
田
煌
心
（
小
五
） 

吉
田
治
旦
（
小
五
）
澤
田 

蕾
（
小
五
） 

榎
本
結
香
（
小
六
）
森
田
琉
衣
（
小
六
） 

西
山
千
柊
（
小
六
）
中
間
裕
仁
（
中
二
） 

小
牧
桜
夜
（
中
三
） 

 

■
日
展
（
二
〇
二
〇
年
） 

 

 

入
選 

 
 

 
 

中
川
翠
玲 

 

■
滋
賀
県
美
術
展
覧
会
（
二
〇
二
〇
年
） 

 

入
選 

 
 

 
 

西
村
翠
洋 

 

生
徒
部
八
段
位
試
験
合
格
者 

※
学
年
は
、
受
験
時
の
も
の
で
す 

 「
生
徒
部
八
段
位
試
験
と
は
」 

日
本
習
字
生
徒
部
の
最
高
位
で
す
。
試
験
内
容
は
①
実
技

試
験
、
②
理
論
試
験
、
③
作
文
（
題
は
『
わ
た
し
と
習
字
』）

合
格
す
る
と
「
特
待
生
」
と
し
て
、
成
人
対
象
の
手
本 

（
漢
字
部
、
ペ
ン
部
）
で
学
習
出
来
ま
す
。 

 

【
二
〇
一
九
年
十
一
月
実
施
】 

中
三 

中
村
桃
花 

 

野
洲
駅
前
教
室 

 

硬
筆 

中
三 

深
尾
亜
以
佳 

中
村
教
室 

 
 
 

毛
筆 

中
三 

安
田 

恵 
 

蒲
生
教
室 

 
 
 

毛
筆 

中
三 

亀
田
涼
美 

 

蒲
生
教
室 

毛
筆
・
硬
筆 

 【
二
〇
二
〇
年
三
月
実
施
】 

中
二 

宮
本
結
萌 

 

城
北
教
室 

 
 
 

毛
筆 

中
二 

宮
本
結
生 

 

城
北
教
室 

 
 
 

毛
筆 

中
二 

八
木
優
歌 

 

下
豊
浦
教
室 

 
 

毛
筆 

中
二 

黒
川
莉
心 

 
 

彦
根
稲
枝
教
室 

 

硬
筆 

中
三 

谷
元
優
稀 

 

文
英
学
院
教
室 

 

硬
筆 

中
三 

深
尾
ひ
か
る 

中
村
教
室 

 
 
 

毛
筆 

中
三 

久
城 

雅 
 

蒼
風
教
室 

 
 
 

毛
筆 

 

【
二
〇
二
〇
年
七
月
実
施
】 

 

中
二 

田
邊
楓
健 

 

野
洲
駅
前
教
室 

 

毛
筆 

中
三 

 

前
田
佑
香 

 

彦
根
稲
枝
教
室 

 

硬
筆 

受
賞
者
紹
介 

※
学
年
は
受
賞
時
の
も
の
で
す 
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 【
二
〇
二
〇
年
十
一
月
実
施
】 

中
二 
山
本 

凜 
 

大
萱
教
室 

毛
筆
・
硬
筆 

中
二 
南
ゆ
ず
姫 

 

野
洲
駅
前
教
室 

 

毛
筆 

中
三 

西
尾
愛
美 

 

石
部
教
室 

 
 

 

毛
筆 

中
三 

宮
本
結
萌 

 

松
原
教
室 

 
 

 

硬
筆 

中
三 

永
井
美
玖 

 
 

日
吉
教
室 

 
 

 

毛
筆 

 

 
 
 

 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

  

◎
合
格
さ
れ
ま
し
た
方
の
中
か
ら
二
名
の
方
の
作
文

を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

「
わ
た
し
と
習
字
」 

 
 

深
尾
亜
以
佳 

中
村
教
室 

私
は
、
小
学
三
年
生
の
頃
か
ら
書
道
を
始
め
ま
し
た
。

上
手
く
書
け
、
褒
め
て
も
ら
う
こ
と
が
嬉
し
く
、
も
っ
と

上
手
に
な
り
た
い
と
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
中
学
生
に
な

り
、
忙
し
く
な
る
た
め
書
道
を
続
け
る
か
ど
う
か
と
て
も

悩
み
ま
し
た
が
、
自
分
か
ら
好
き
だ
と
思
っ
て
続
け
て
き

た
も
の
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
両
親
も
今

や
め
て
し
ま
っ
た
ら
後
悔
す
る
か
ら
と
言
っ
て
く
れ
た
の

で
、
継
続
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

勉
強
や
部
活
と
両
立
し
て
書
道
教
室
に
通
う
の
は
大
変

な
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
書
き
た
い
と
思
う
気
持
ち
を
し

っ
か
り
持
っ
て
通
い
続
け
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
、
頑
張

っ
て
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

私
に
と
っ
て
書
道
は
、
疲
れ
た
心
を
休
め
て
く
れ
る
よ

う
な
大
切
な
も
の
で
す
。
全
力
で
集
中
し
て
取
り
組
ま
な

い
と
良
い
作
品
を
書
く
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
書

道
だ
け
で
な
く
、
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
で
も
同
じ
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
書
道
を
始
め
た
時
は
、
八
段
昇
段
試
験
が
受

け
ら
れ
る
と
は
想
像
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
こ
ま
で

一
生
懸
命
に
取
り
組
み
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
は
、
小
さ
い

頃
か
ら
一
緒
に
通
い
続
け
て
く
れ
た
兄
や
姉
、
い
つ
も
見

守
り
応
援
し
て
く
れ
た
両
親
、
一
生
懸
命
に
書
道
の
楽
し

さ
を
教
え
て
く
だ
さ
っ
た
先
生
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
い
つ
か
、
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
書
道
を
教
え
て

く
だ
さ
っ
た
先
生
の
よ
う
に
、
私
も
た
く
さ
ん
の
子
供
た

ち
に
書
道
の
楽
し
さ
を
教
え
ら
れ
る
よ
う
な
人
に
な
り
た

い
で
す
。
夢
に
向
か
っ
て
こ
れ
か
ら
も
書
き
続
け
て
い
き

た
い
で
す
。 

 

「
わ
た
し
と
習
字
」 

 

宮
本
結
生 

城
北
教
室 

私
は
小
学
校
一
年
生
の
時
に
習
字
を
習
い
始
め
ま
し
た
。

き
っ
か
け
は
姉
が
習
っ
て
い
て
、
自
分
も
あ
ん
な
風
に
文

字
を
書
い
て
み
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

最
初
の
頃
は
、
書
道
教
室
に
行
っ
て
も
疲
れ
て
寝
て
い

る
だ
け
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
続
け
て
い
く
う
ち

に
級
が
上
が
っ
て
い
く
こ
と
が
嬉
し
く
な
り
、
も
っ
と
上

手
く
書
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

習
字
を
始
め
た
時
は
、
と
り
あ
え
ず
文
字
を
書
け
ば
い

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
学
年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
お
手
本
を
見
て
、

ど
こ
に
気
を
つ
け
て
書
け
ば
い
い
の
か
考
え
る
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
集
中
力
を
保
つ
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
り
、
納

得
出
来
る
字
が
書
け
な
か
っ
た
り
す
る
時
期
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
出
来
る
と
こ
ろ
ま
で
す
る
こ
と
、
続
け
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。 

さ
ら
に
、
習
字
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、
普
段
の
字
も

丁
寧
に
書
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
友
達
に
「
字
が
き

れ
い
だ
ね
」「
そ
ん
な
字
書
き
た
い
」
と
言
わ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
り
、
自
信
を
持
つ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
は
、
さ
ら
に
習
字
の
技
術
を
磨
き
、
毎
日
書

い
て
い
る
字
が
今
よ
り
も
綺
麗
に
書
け
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
文
字
を
大
切
に
し
て
い
け
る
よ

う
な
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

調
和
体
講
座 

講
師
紹
介 

講
師 

川
添
翠
湖
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

 

○
略
歴 

昭
和
四
十
年
大
津
生
ま
れ 

岡
田
祖
翠
先
生
に
師
事 

平
成
二
十
三
年
日
展
初
入
選 

現
在
、
・
日
本
書
芸
院
一
科
審
・
読
売
書
法
展 

幹
事 

・
滋
賀
書
作
家
協
会 

理
事 

○
書
歴 

高
校
生
か
ら
現
在
ま
で 

小
学
生
の
頃
も
習
っ
て
い
ま
し
た 

○
き
っ
か
け
は…

 

高
校
で
進
路
を
考
え
る
時
、
書
道
専
攻
科
の
あ
る 

大
学
を
志
望
し
た
か
ら 

○
書
道
を
続
け
て
良
か
っ
た
こ
と
は…

 

指
導
す
る
生
徒
さ
ん
が
、
書
道
を
続
け
て
よ
か
っ
た
と

感
じ
て
く
れ
た
こ
と 

○
大
変
だ
っ
た
こ
と
は…

 

い
つ
も
時
間
に
追
わ
れ
て
い
る
こ
と 

○
先
生
よ
り
一
言…

 

自
分
の
好
き
な
道
を
今
日
ま
で
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ

と
を
、
師
匠
は
じ
め
家
族
や
書
の
先
輩
や
友
人
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
色
々
な
出
会
い
を
大
切
に
、
こ
の
道
を

今
後
も
続
け
て
い
け
る
よ
う
精
進
し
ま
す
。 

     

      

川添先生ありがとうございます！ 

今後ともよろしくお願いいたします 
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◎
定
期
講
座
（
本
年
度
講
座
内
容
） 

 

■
古
典
講
座 

昨
年
に
続
き
、
王
鐸
を
学
ん
で
い
ま
す
。
本
年
度
末

に
は
自
分
で
漢
詩
を
選
文
し
、
王
鐸
事
典
か
ら
集
字

し
、
自
分
で
王
鐸
風
の
二
八
作
品
作
り
を
し
て
い
く
予

定
で
す
。 

 

■
古
筆
講
座 

各
自
別
々
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
毎
回
そ

の
日
の
学
習
部
分
を
練
習
し
、
一
人
ひ
と
り
添
削
指
導

を
受
け
ま
す
。 

臨
書
課
題
：「
関
戸
本
古
今
集
」「
石
山
切
伊
勢
集
」 

「
高
野
切
第
一
種
」 

 

■
調
和
体
講
座 

毎
回
の
課
題
の
作
品
サ
イ
ズ
は
事
前
に
決
め
て
あ
り
、

先
生
に
次
回
の
お
手
本
を
書
い
て
い
た
だ
き
ま
す
。
各

自
お
稽
古
し
て
き
た
作
品
五
・
六
枚
程
度
を
ホ
ワ
イ
ト

ボ
ー
ド
に
貼
り
、
み
ん
な
の
前
で
添
削
指
導
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

   

【
編
集
後
記
】 

久
し
ぶ
り
の
機
関
紙
で
す
！ 

今
回
は
、
今
年
度
の
活
動
方
針
と
前
号
以
後
の
活
動
報

告
が
主
な
内
容
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
に
よ
り
様
々
な
活
動
が
制
限
さ
れ
る
な
か
、
皆
様
の
活

動
を
ご
紹
介
出
来
ま
す
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

手
洗
い
や
水
分
補
給
を
し
っ
か
り
と
し
て
、
お
体
に
十

分
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。 

（
M

K
） 

 

■
滉
陽
書
道
展
を
開
催
致
し
ま
し
た 

 

【
会
期
：
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
十
七
日
（
金
）
～
二
十
九
日
（
日
）】 

【
会
場
：
守
山
駅
前
教
室 

及
び 

あ
る
て
ぃ
】 

二
〇
二
〇
年
の
滉
陽
書
道
展
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の 

観
点
か
ら
、
会
場
の
変
更
、
規
模
を
縮
小
す
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
会
場
で
の

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
無
事
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 


